
学校番号 112 

平成 31 年度 情報科 

 

教科 情報 科目 情報の科学 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 最新 情報の科学 （実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、コンピュータを活

用した問題解決方法は何かを考えましょう。 

・ケーススタディによってその場の状況によって、どのような手段を取る事が問題解決に繋がるか

自分で考えられるようになりましょう。 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

・日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを活用して情報の収集や整理を行うこと

ができる。 

・世の中の事象をモデル化し、コンピュータ上でシミュレーションすることで様々な予測をするこ

とができる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・さまざまな情報シス

テムが日常生活に与

える影響を把握し行

動する態度 

・自らの情報活用を振

り返り、評価し改善し

ようとする態度 

・さまざまな事象を定

量的に捉えてシミュ

レーションを行う力 

・問題の発見・解決に

向けて情報技術を適

切に活用する力 

・問題解決をするた

めに必要な基本的な

技能を身につけ、目

的に応じて活用する

ことができる 

・ネットワークの仕

組みとそれを活用す

る情報システムのあ

り方の理解 

・さまざまな情報シ

ステムによって社会

が発展している状況

の理解 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

実習作品 

レポート 

相互評価 

学習状況の観察 

レポート、発表 

実習作品 

自己評価 

学習状況の観察 

実技テスト 

課題作品 

学習状況の観察 

レポート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

情
報
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ 

○情報の表し方 

○コンピュータでのディジタル

表現 

○コンピュータの仕組み 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

a:コンピュータの仕組みに興

味を持ち、学習に積極的に取り

組もうとしている。 

b:情報をディジタル化するこ

との利点や問題点について考

えることができる。 

c:情報機器を用いて情報をデ

ィジタル化することができる。 

d:コンピュータ内部での情報

の表し方や処理の仕組みを理

解している。 

授業観察 

課題作品 

２
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
仕
組
み
と
情
報
シ
ス
テ
ム 

○ネットワークの仕組み 

○情報システムと情報セキュ

リティ 

○ 

○ 

 

○ 

 ○ 

○ 

a:ネットワークの仕組みに関

心をもち、情報通信ネットワー

クを活用しようとしている。 

b:さまざまな情報システムの

あり方や社会生活における影

響について考えることができ

る。 

c:情報通信ネットワークを活

用して情報収集、分析をするこ

とができる。 

d:ネットワークの仕組みと通

信の処理の仕組みを理解して

いる。 

授業観察 

レポート 

２
学
期 

問
題
解
決
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用 

○問題解決 

・グラフによる分析 

 

○アルゴリズム 

・プログラミング 

 

○モデル化とシミュレーション 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:問題解決を行うための工夫

や方法について興味を持って

取り組もうとしている。 

b:さまざまな事象について論

理的に解決を図ろうとするこ

とができる。 

c:効率的な問題解決を図るた

めに、簡素でわかりやすいプロ

グラムを組むことができる。 

d:さまざまなモデルの特性と

そのシミュレーションの方法

や仕組みを理解している。 

授業観察 

課題作品 

実技テスト 

 



３
学
期 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
活
用 

○ネットワークの活用 

 

○データベース 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a:データベースの仕組みや活

用法を興味をもって取り組も

うとしている。 

b:効率的な検索方法を理解し

たうえで、自身で考えて情報収

集することができる。 

c:適切な検索の方法を用いて、

自身の欲しい情報を収集、分析

ができている。 

d:データベースの仕組みと社

会で利用されているサービス

等を理解している。 

授業観察 

レポート 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


